
近畿地方整備局
山田 港湾高度利用調整官 （令和6年入省）
前職：海運・舶用関係
現職で担当している業務内容について

港湾における物流の活性化や脱炭素化の推進に関する業
務に従事しています。
具体的には国際コンテナ物流の効率化や競争力強化に向
けた戦略の推進、クルーズ振興による地域活性化、港湾にお
けるカーボンニュートラルの実現に向けた取組などに従事し
ています。

入省後、苦労した点や仕事のやりがい

前職での経験が入省後の業務に活きた事例H25.4 海運会社 入社

（外航商船の海上職機関士として勤務）

H27.1 海技関係の教育・研究機関 入職

（舶用機関に関する教育・研究に従事）

R4.4 舶用機械メーカー 入社

（国内外の顧客に対する機関研修業務、

LNG機関システム構築業務従事）

R6.11 港湾局海洋・環境課 専門官

（ブルーカーボン関係業務、

閉鎖性海域の湾再生関係業務 ）

R8.7 現職

これまでのキャリアパス

港湾に関する知識がなく勉強の連続ですが、多くのことを聞
き経験させてもらう中で知識の幅が広がっています。
一番驚いたのは、同じ港を舞台としていても、船側と港湾側
では見え方や考え方が大きく異なることです。

だからこそ、港湾分野の技術に、私自身の海運・船舶の経
験を少しずつ補完しながら仕事につなげられることにやりが
いを感じています。 ※本スライドの記載内容は2026年10月時点のものです。

物流・クルーズ分野の業務では、海運業界との関わりも密接
であり前職で培った海運・船舶に関する経験が活かされていま
す。
また、前部署で携わったブルーカーボン分野では、研究者や
有識者との調整・折衝、国際的な議論において、研究などの経
験を活かすことができました。

COP30(ブラジル・ベレン)にてブルーカーボンに関する
イベントにてプレゼンの様子


